
沖
縄
夏
季
交
流

は
「
平
和
の
礎
」
に
刻
ま
れ
た

全
戦
没
者
の
氏
名
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
、「
平
和
の
火
」
に

つ
い
て
も
学
習
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
向
か
っ
た
「
ひ
め
ゆ

り
の
塔
」
で
は
慰
霊
碑
に
献
花

を
行
い
、「
ひ
め
ゆ
り
平
和
祈

念
資
料
館
」
で
は
学
徒
の
遺
留

品
や
写
真
、
生
存
者
の
証
言
映

像
か
ら
戦
争
の
悲
惨
さ
や
平
和

の
大
切
さ
を
感
じ
て
い
ま
し

た
。

　

参
加
し
た
児
童
の
皆
さ
ん

は
、
異
な
る
文
化
に
対
す
る
理

解
や
平
和
の
大
切
さ
を
学
び
、

大
き
く
成
長
し
た
よ
う
で
す
。

第 28 回
　

今
年
で
28
回
目
を
迎
え
た
沖

縄
県
大
宜
味
村
と
の
夏
季
交
流

事
業
は
、
７
月
26
日
か
ら
29
日

ま
で
の
３
泊
４
日
の
日
程
で
開

催
し
、
小
学
６
年
生
の
希
望
者

28
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

町
役
場
前
で
行
わ
れ
た
出
発

式
で
は
、
長
谷
川
琥こ

は
る春

さ
ん
が

「
沖
縄
の
文
化
や
自
然
に
つ
い

て
学
び
た
い
で
す
」
と
抱
負
を

述
べ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
10
時

間
を
か
け
て
大
宜
味
村
に
到
着

し
、
宮
城
政
信
教
育
長
を
は
じ

め
大
宜
味
村
の
児
童
や
関
係
者

の
皆
さ
ん
の
歓
迎
を
受
け
ま
し

た
。
歓
迎
式
で
は
、
町
の
参
加

児
童
を
代
表
し
齋
藤
大た

い
が我

さ
ん

が
「
文
化
や
歴
史
に
つ
い
て
の

事
前
学
習
を
通
し
て
、
方
言
の

違
い
に
驚
き
ま
し
た
。
そ
の
中

で
生
活
習
慣
の
違
い
に
つ
い
て

も
実
際
に
見
て
み
た
い
と
思
い

ま
し
た
。
皆
さ
ん
と
友
達
に
な

る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

歓
迎
式
終
了
後
、
夕
食
を
取
り
、

大
宜
味
村
と
西
会
津
町
に
関
す

る
ク
イ
ズ
で
親
睦
を
図
り
ま
し

た
。

　

２
日
目
の
午
前
は
「
ヤ
ン
バ

ル
ク
イ
ナ
生
態
展
示
学
習
施
設

ク
イ
ナ
の
森
」
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ
が
生
息
す

る
環
境
を
再
現
し
た
ブ
ー
ス

で
、
ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ
を
見
学

し
、
沖
縄
の
自
然
環
境
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

昼
食
後
は
海
岸
に
移
動
し
、

海
水
浴
を
行
い
ま
し
た
。
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
指
導
の
も

と
、
バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
と
シ
ー
カ

ヤ
ッ
ク
で
マ
リ
ン
体
験
を
満
喫

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
大
宜
味

村
児
童
と
協
力
し
、
班
ご
と
に

テ
ン
ト
を
立
て
て
、
こ
の
日
の

寝
床
と
な
る
ダ
ン
ボ
ー
ル
ハ
ウ

ス
を
作
り
ま
し
た
。

　

夕
食
は
大
宜
味
村
の
保
護

者
、
関
係
者
の
協
力
に
よ
る

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し
み
、
途

中
に
披
露
さ
れ
た
大
宜
味
村
青

年
団
に
よ
る
「
エ
イ
サ
ー
」
で

は
一
緒
に
踊
る
な
ど
、
自
然
や

文
化
を
学
び
、
絆
を
深
め
た
一

日
と
な
り
ま
し
た
。

　

３
日
目
の
お
別
れ
式
で
は
、

渡
部
ゆ
り
さ
ん
が
「
夏
休
み
の

前
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
た
の

に
、
あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が

過
ぎ
て
ゆ
き
、
寂
し
い
で
す
。

き
れ
い
な
海
や
大
自
然
が
と
て

も
素
敵
で
、
一
緒
に
泳
い
だ
り

食
事
を
し
た
り
、
仲
良
く
な
れ

た
こ
と
が
一
番
の
思
い
出
で

す
。
冬
に
西
会
津
町
で
会
え
る

こ
と
が
今
か
ら
楽
し
み
で
す
」

と
感
想
を
述
べ
、
再
会
を
誓
い

ま
し
た
。

　

大
宜
味
村
を
後
に
し
た
交
流

団
は
、
美
ら
海
水
族
館
を
見
学

し
、
宿
泊
す
る
那
覇
市
に
移
動

し
て
、
国
際
通
り
を
散
策
し
ま

し
た
。

　

最
終
日
は
平
和
に
つ
い
て
学

習
す
る
た
め
、
南
部
戦
跡
を
巡

り
ま
し
た
。
平
和
祈
念
公
園
で

大宜味村児童との絆深める大宜味村児童との絆深める
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「公民館だより」に関するお問い合わせは、生涯学習課・生涯学習係まで（☎ 45―3244）

西中町民図書館  新刊オススメ本西中町民図書館  新刊オススメ本

『サンショウウオの四十九日』

[ 朝比奈 秋 著 ]

新潮社

『図解でよくわかる菌ちゃん農法』

[ 吉田 俊道 著 ]

家の光協会

『慢性疲労を治す本』

[ 堀田 修 監修 ]

あさ出版

『ツミデミック』

[ 一穂 ミチ 著 ]

光文社

『惣十郎浮世始末』

[ 木内 昇 著 ]

中央公論新社

町民ギャラリー　フォトクラブどんぐり

今月は、フォトクラブどんぐり・須藤　正二さん（原）の作品です。

作品紹介

　これは、阿賀川の銚子の口（滝坂地内）
です。
　行くたびに思うんですが、上流の川いっ
ぱいに流れている水がここへ来て、どこへ
行ってしまうんでしょう。岩の中はどう
なっているんだろう？と不思議に思ってい
ます。

　いつまでも消えないつらい

疲れやだるさ、 その正体は、

「慢性疲労」 かもしれません。 「慢性疲労」 は、

脳の炎症、 迷走神経の炎症がもたらす病気で、

適切に対応すれば改善する可能性があるそう

です。

　本書では、 多くの慢性疲労の人たちを治療し

てきた名医が、 治療法や気軽にできる鼻うが

い、 口の体操などを分かりやすく解説していま

す。 みなさんも、 まずはこの本で 「慢性疲労」

にあてはまるかどうか確認してみてください。

芥川賞受賞

直木賞受賞

◆応募対象者
町民の人ならどなたでも
◆出展規格
○絵画＝  水彩、油彩、水墨画など 100 号以下の作品。
　　　　（１人２点以内）
○書道＝ 半紙以上で額装または軸装とし、読み下し文を

つける。（１人２点以内）
○写真＝ 四つ切以上で、額入りまたはパネル仕立てとす

る。（１人２点以内）
○俳句／川柳＝ 色紙、短冊、普通用紙に楷書で記入する。

（１人３点以内）
○手芸・陶芸・その他＝（１人２点以内）
※作品には氏名、題名を明記してください。
※吊り下げる作品は、金具とヒモを必ずつけてください。

◆搬入・搬出 ※時間厳守でお願いします。
　作品は各自、展示会場へ直接搬入・搬出
願います。
○搬入日時：10 月 30 日（水）
　　　　　　午後１時 30 分～４時
○搬出日時：11 月３日（日）
　　　　　　午後３時 30 分～４時 30 分
◆申込方法
　町公民館、新郷連絡所、奥川支所にあ
る出展票に必要事項を記入の上、10 月 18
日（金）までに申し込んでください。

【申込・問い合わせ先】
町公民館　☎４５―３２４４

町民ミニミニ美術館
小作品展　「こころひくもの」

　第２回目の作品展示は「にしあいづ絵画クラブ」です。
役場町民ホールにて９月下旬まで展示しておりますの
で、ぜひご覧ください。
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